
   ライバル同士の友情  

 

 今日の１校時は、道徳の授業でした。３年生の学級で公開授業研究会があり、参観してきました。

とても心に残る題材であり、子ども達もしっかりと考えを深めていたので紹介したいと思います。 

 今日の題材は、３年道徳教科書「新しい道徳３」（東京書籍）の中にある「心から信じ合える友を 

ースピードスケート 小平奈緒と李相花（イ・サンファ）」（文：編集委員会）です。 

 ご存じの方もおられるかと思いますが、簡単に内容を紹介します。 

 2018年、韓国の平昌で行われた冬季オリンピックにおいて、小平奈緒選手が金メダルを獲得し

ました。この大会までに、ライバルとの友情物語がありました。 

 小平奈緒選手と韓国の李相花選手は小さい頃から国際大会で切磋琢磨する間柄でした。次第に二

人の仲は深まっていきました。 

 ある年、小平選手は試合で転倒が続き、スケートが怖くなり、一人で泣いていました。そこに李

選手が現れ、一緒に涙してくれました。 

 また、韓国で国際大会が開催された時、小平選手は初めて李選手に勝利し、初優勝しました。喜

ぶ間もなく、小平選手はすぐにオランダへ移動しなければなりませんでした。この時、李選手が小

平選手のためにタクシーを手配してくれました。李選手は、初めて小平選手に負けましたが、落ち

込むどころか、仲の良い小平選手のために気を遣ってくれたのです。 

 そのようなエピソードがある二人は、ついに 2018 年の平昌オリンピックを迎えました。レー

スは先に小平選手が滑りました。そのレースで小平選手はオリンピック新記録を出しました。観客の興

奮は収まらず、場内はずーっと歓声に溢れています。 

その時、小平選手がとった行動は･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小平選手は口元に指を当てるしぐさで「次の人のために、どうか静かに」とアピールしました。 

そして、次のレースで李選手が滑りました。結果は僅差で小平選手が勝利し、金メダル獲得です。

李選手は、韓国の太極旗を手に泣き崩れていました。 

 李選手を見つけた小平選手は、近づいていき「チャレッソ！」（よくやったね）と声を掛けました。

そして続けて「今でもあなたを尊敬している」と言いました。すると李選手も「ナオこそチャレッソよ」

と言葉を返したそうです。そして二人は互いを称え合いながら一緒にリンクを回ったそうです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 試合後の二人は一緒にインタビューを受けました。質問は、二人の友情についてでした。そこで

小平選手が言った言葉は、韓国でのタクシーの出来事でした。「サンファは車を呼んだだけでなく、そ

のタクシー代を出してくれました。本当は悔しかったはずなのに…」それに対し李選手は「ナオとの試合

でいやな気持ちになったことなど一度もありません」と返し、さらに「ライバルとして同じ場所にいられ

たからこそ、お互いに記録を伸ばすことができました。ナオがいたから私がいて、私がいたからナオがいた

のだと思います」と話をしました。 

 いかがでしょうか。とても素晴らしい感動物語です。アスリートはメダル獲得のためにたくさん

練習を積み、プレッシャーも想像を絶するものだと思います。おまけに国も違いますので、そうと

うなライバル意識があっても不思議ではありません。私だったら、この二人のような行動はとれな

いと思います。小平選手と李選手は競技のみならず、人としても素晴らしいことがうかがえます。 

 さて、道徳の授業では、以下のことについて生徒は考えました。 

 ・口元に指をあてるしぐさをした時、小平選手は何を考えていたのだろう？ 

 ・金メダルがかかったレースでなぜ小平選手は、李選手を思いやることができたのだろ 

う？ 

 ・二人はそれぞれ相手のことをどう思っているのだろう？ 

 ・友情を深めるために必要なことは何だろう？ 

 授業中は皆、とても真剣に考えていました。自分の考えを書く時は、静かに集中しており、発表

する時は、しっかりと皆に聞こえる声で自分の意見を自信をもって発表していました。また、班に

して話し合う時や、ホワイトボードに班の意見をまとめて提示する時もてきぱきと動いており、さ

すが３年生だと思いました。教師と生徒が一体となり、温かい雰囲気の中で授業が行われていまし

た。この学級の雰囲気は、参観していて、気持ちが良くなるものでした。 

 今日の授業で出た子ども達の意見は以下のとおりです。 

 ・正々堂々と闘いたかった 

 ・尊敬し合えるライバルだから 

 ・お互いを高め合っている 

 ・認め合える仲 

 ・相手の個性を見つける 

 ・相手のことを認め合い支え合える関係を築く 

 二人の関係についてしっかりと考え、意見を出し合い、それを今のクラスで行動に移すことがで

きるように、考えをまとめました。 

 心を豊かにすることができた道徳の授業でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  真剣だけれども、温かい雰囲気で授業が進みました 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

今日の授業の黒板の様子です。良い意見がたくさん出ました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「友情を深めるために必要なこと」について考え、発表しました 


